
（11月1日～11月30日）

番号 事故発生日 事故発生時間 事故発生場所 事故の種類 活動内容 事故者数
死者・

行方不明者数
浮力の有無 事故の種類

1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

船舶海難によらない
乗船者の事故

救命胴衣
未着用1名 0名乗組員

30代 女性
クルージング中

1名

事故者は、観光目的で石垣島に訪れ、川平ビーチ付近
海域にてウインドサーフィンを実施していた。川平
ビーチのスタッフが水上バイクで巡回中、事故者が砂
浜でうつ伏せ状態のところを発見。発見時の事故者は
意識なし、呼吸なしの状態であったことからCPR を実
施しつつ、途中AED を使用するも「電気ショック不
要」のアナウンスのためCPR を継続し、到着した救急
隊に引き継ぎ、搬送された病院の医師により死亡が確
認されたもの。

1名

0名

事故者は、ガイド1名、客5名のツアーに参加し、SUP
体験を実施後、スノーケリングを開始した。その後、
波打ち際でうつ伏せの状態で浮いているのをツアー参
加者が発見し、事故者を浜まで引き上げ、ガイドによ
りCPR 等の処置を行った。事故者は消防団の船で舟浮
港から白浜港まで搬送。白浜港からは、西表西部診療
所の医師が同乗の救急車で西表西部診療所まで搬送さ
れたが、同診療所の医師により死亡が確認されたも
の。

1名 1名観光客
60代 男性

0名観光客
50代 女性

事故者は、船長兼ガイド1名、ガイド1名、客4名のツ
アーに参加し、水深約10メートル付近でダイビングを
行っていたところ、事故者がガイドの腕を強く掴み、
様子を確認した際に水中マスクに水が入っており、パ
ニックになっていたため、事故者を抱えて海面まで浮
上した。浮上中、事故者の力が抜けているのを感じ、
海面に浮上した時には意識がないことを確認した。洋
上でCPR を実施したところ、呼吸が戻り、付近にいた
他のダイビング船のインストラクターと協力し船上に
引き揚げ再度CPR を実施し意識が回復した。その後、
石垣港離島ターミナル付近の港に入港し、救急車にて
八重山病院まで搬送されたもの。

1名

事故者は、観光目的でヨットにて宮古島へ来島し、
ヨット乗組員7名でアパラギビーチ付近においてス
ノーケリングを行っていた。その後、友人が事故者の
叫び声を聞いたことから、周囲を確認したところ、う
つぶせ状態の事故者を認めたため、陸に引き上げた。
事故者の意識がなかったことから、ヨット代理店担当
者へ海上保安庁への通報を依頼し、その後到着した宮
古島市消防本部救急隊によって県立宮古病院へ搬送さ
れたが、同病院医師により死亡が確認されたもの。

1名

キプロス籍貨物船「MV GENIUS」から当庁にし、「乗
組員の病院への搬送支援をお願いしたい」旨の要請が
あり、当庁巡視船を発動させるとともに、航空自衛隊
南西航空方面隊へ災害派遣要請を行い、同所属の救難
ヘリコプターが同船から患者を吊上げ救助のうえ、南
大東空港まで搬送、同所属の飛行機により南大東空港
から那覇空港まで搬送し、那覇市消防局の救急車に引
き継いだもの。

1名乗組員
50代 男性

観光客
70代 男性

2 11/8（土） 15：15頃
竹富町西表

イダの浜付近海上
溺水 遊泳中

3 11/9（日）
13：49頃

（情報入手時刻）

石垣市
石垣御神埼灯台から

南南西方
溺水 スクーバダイビング中

6 11/28（金）

11/24（月）
23：50頃

（情報入手時刻）
沖大東島沖 病気 乗船中

5 ボードセーリング中11/25（火）
石垣市

石垣御神埼灯台から北東方
溺水

16：20頃

17：00頃

宮古島市上野宮国
アパラギビーチ付近海域 溺水 遊泳中

外国人観光客
60代 男性

2025 年 十一管区　人身事故速報

事故者 概要

     事故者は、令和7年10月28日、1名でヨットに乗船
し神戸港を出港、台湾（高雄）へ回航予定であった
が、海上荒天により、与那原マリーナ向け航行中のと
ころ、事故発生日に突然、船尾から大波を受け、事故
者は船外に投げ出された後、泳いで上陸し、安田の共
同売店に駆け込み、売店から名護警察署へ通報したも
の。

1 11/6 （木） 17：35頃 国頭村安田沖 海中転落

4

救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

ウェットスーツ
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

救命胴衣
未着用

船舶海難によらない
乗船者の事故

救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

作業員
20代 男性

事故者は自船の鋼製予備アンカーを整備するため、同
アンカーに設置された吊りピースにフックを掛けク
レーンで約50㎝吊り上げたところ、吊りピースが破断
したため、同アンカーが船上に落下した。船上に落下
したアンカーは落下の反動で跳ねた後、事故者の右足
に当たり右足中指を骨折したもの。

1名

3 1/14（火） 16：35頃
（情報入手時刻）

与那国町
久部良港沖

溺水 ダイビング中
観光客

50代 男性

事故者は久部良港を出港し、ドリフトダイビングを開
始したが、潜水開始25分程度を経過した頃に体調不良
を訴えたため、海面浮上前の安全停止を実施し、海面
に浮上した。海面に浮上した際、事故者は意識朦朧と
なり、自身で船上に上がる事ができなかっため、数人
で補助を行い、船上に引き上げた。船上に引き上げた
後も事故者の意識が戻らなかったことから、病院へ搬
送されたもの。

1名

4 負傷 乗船中
1/20（水）

09：25頃
名護市

キャンプシュワブ沖

1/14（火）
15：55頃

本部町
本部港沖

溺水 パラセーリング中

磯遊び中

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号

0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

事故種類 事故者数事故発生日 活動内容

観光客
70代 女性

事故者は、マリンショップが所有する船舶に乗船し
て、本部港を出港し、瀬底島の西側海域でパラセーリ
ングを開始。その後、同船舶付近海面に浮遊していた
漁網が船舶のプロペラに絡索したことにより同船舶の
エンジンが停止。パラセイルが降下し、乗っていた事
故者が海面に落下。その際、事故者が海水を誤飲し、
溺水したもの。

1名

救命胴衣
未着用

事故発生時間

マリンレジャーに伴う人身事故

BC
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

0名 救命胴衣
着用

船舶海難によらない
乗船者の事故

0名

0名

1 1/1（水）
01：30頃

伊江村
青少年旅行村キャンプ場

前面海域
帰還不能

事故者は、キャンプ場付近の浅瀬で潮干狩りを開始。
その後、潮が満ちてきたため、陸地に向け引き返そう
としたが、引き返すことができなくなり陸地に向かっ
て叫んで救助を求めたもの。岩場に取り残されて孤立
していたが、琉球水難救済会の船舶にて救助された。
怪我等なし。

1名県民
30代 男性

2

事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無

5 2/15（土） 12：50頃
（情報入手時刻）

金武町
金武沖

溺水
フーカー漁
もずく漁中

県民
70代 男性

事故者は、同行者と2名で送気式潜水器具を装着し、
もずく漁を実施中、休憩のため、同行者1名が浮上し
たところ、付近で事故者がうつ伏せで浮遊しているこ
とに気付いた。同行者は、1人では事故者を海中から
船上へ引き上げることができなかったことから、知人
漁師に対し、応援を依頼し、同知人漁師から通報を受
け、現場に到着した消防隊員等とともに船上へ引き上
げたもの。その後、搬送先の病院で死亡が確認され
た。

1名

6 2/17（月）
20：45頃

うるま市
石川ビーチ沖

溺水 素潜り漁中
県民

40代 女性

事故者は、素潜り漁をするため夫とともに入水した
が、15分が経過したころ、事故者が「息が苦しい」と
発言したため、素潜り漁を中止して浜へ戻ることとし
た。浜へ戻ったところ、事故者の息切れが悪化したこ
とから、夫が車両で消防署へ向かい「妻が溺れた」旨
を申告した。(夫は携帯電話を所持していなかったた
め、通報ができなかったもの。)消防が現場で事故者
を収容し、病院へ搬送するも、死亡が確認された。

1名

事故者

ウェットスーツ
着用

マリンレジャー以外の人身事故

1名 ウェットスーツ
着用

乗船中の人身事故

1名



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

13：50頃
（情報入手時刻）

糸満市
大度浜海岸沖

溺水 スノーケリング中

マリンレジャーに伴う人身事故

観光客
40代 男性

事故者は、妹と姪の3名で沖縄県に観光で訪れてお
り、スノーケリングのため大度浜海岸において、ツ
アーガイドとともに入水したが、沖合200メートル付
近で事故者が海水を誤飲したため、ガイドがけん引す
るフロートにつかまり、岸へ戻ろうとしたが、岸に着
く直前に事故者が急に意識を失ったもの。病院に搬送
されたが、死亡が確認された。

1名

8

7 2/21（金）

10 3/25（火） 12：00頃
金武町

KINサンライズビーチ沖
負傷 トーイング遊具中

県民
40代 男性

水上オートバイが事故者を乗せた曳航遊具「マーブ
ル」を曳航してマリンレジャーを行っていたところ、
運転者が砂浜付近で水上オートバイを右に旋回させた
際、マーブルが砂浜に接触して横転し、乗船していた
事故者が砂浜に投げ出され、右前腕の痛みを訴えたた
め、救急搬送されたもの。

1名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

9 2/25（火）

2/23（日）
09：45頃

石垣市
大崎海岸沖

病気 スノーケリング中
外国人観光客

40代 男性

事故者は、船で大崎海岸沖に到着後、スノーケリング
を実施。その後、スノーケリングを終え、船上でダイ
ビングの準備を終え、ダイビングスポットへ到着した
際に、船上で胸を押さえて意識不明となったもの。入
港後、救急車により病院へ搬送されたが、死亡が確認
された。

1名

ウェットスーツ
着用

乗船中の人身事故

12 3/27（木） 17：50
石垣市

川平タバガー沖
帰還不能 SUP中

県民
40代 男性

県民
30代女性

事故者は、石垣市川平タバガーから200メートル沖合
でSUPによる釣りをしていたところ、風が強くなり、
岸に戻れなくなったため、118番通報による救助要請
をしたもの。その後、事故者は、消防の水上オートバ
イにより救助された。

2名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

11 3/26（水） 09：00頃
うるま市

平敷屋漁港沖
病気

フーカー漁
もずく漁中

県民
70代 男性

事故者は、送気式潜水（フーカー式潜水）により潜水
5～7メートルの海底でもずく漁を行っていたところ、
事故者が同行者に体調不良を訴えて水面上に浮上し
た。事故者が水面にてうつ伏せの状態で意識不明で
あったことから、同行者が付近にいた漁船2隻に協力
を求め、同漁船乗組員の協力を得て、事故者を船上へ
引き上げるとともに、心臓マッサージをしながら、漁
港に入港し、病院へ搬送されたが、死亡が確認され
た。

1名 1名

12：10頃
（情報入手時刻）

恩納村
ルネッサンスビーチ沖

溺水 スノーケリング中
観光客

50代 女性

事故者は、スノーケリングのため、ツアーガイド他5
名で入水。ツアーを終了し、ガイドが砂浜へ戻り始め
た頃、3メートル～4メートル先にうつ伏せで脱力して
いる状態の事故者の異変に気付き、声をかけたところ
反応がなかったことから事故者を砂浜まで搬送。付近
にいたビーチスタッフにより、119番通報がなされ、
病院へ搬送された。

1名 0名

救命胴衣
着用

1名 ウエットスーツ
着用

1名 マリンレジャーに伴う人身事故

マリンレジャーに伴う人身事故

救命胴衣
着用



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

0名 救命胴衣
未着用

船舶海難によらない
乗船者の事故

事故者は、大学の部活動のメンバーとともに、同ビー
チでビーチパーティーに参加し、ビーチバレーをして
いたところ、遊びに興じる中で、自ら海に飛込んだと
ころ、自身が想像したよりも水深が浅かったため、海
底の砂に頭を打ち、頸椎骨折したもの。
負傷者は、救急車にて病院へ搬送された。

1名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

ウェットスーツ
着用

マリンレジャーに伴う人身事故0名

1名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

ウェットスーツ
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

石垣島
南西方沖

溺水 スクーバダイビング中
観光客

40代 女性

事故者は、インストラクターを含む計4名にてダイビ
ングを開始し、約40分後にダイビングを終えたとこ
ろ、事故者が急浮上を行い海面上にて苦しそうな様子
であった為、船へ引き上げた。
呼吸をしていたが意識不明であった為、インストラク
ターにより人口呼吸等の処置行ったところ意識が回復
した。入港後、救急隊により病院へ搬送された。命に
別状なし。

1名

20 4/29（火）
20：09頃

（情報入手時刻）
大正島
北東沖

負傷 乗船中
観光客

60代 女性

静岡県清水港から台湾基隆向け航行中のバミューダ籍
旅客船「ＱＵＥＥＮ　ＥＬＩＺＡＢＥＴＨ」から「60
歳日本人女性の右肘から指先まで血流がなく、紫色に
変色している。搬送願う。」旨の通報があり、洋上に
て当庁航空機により急病人を揚収、石垣市真栄里ヘリ
ポートで救急隊に引き継いだ。

1名

19 4/29（火） 09：29頃

宮古島市
伊良部佐和田所在の通り池沖

側入口付近
溺水 スクーバダイビング中

観光客
60代 男性

18 4/27（日） 14：30頃
西原町

きらきらビーチ沖 負傷 遊泳中
県民

10代 男性

事故者は,ダイビング船に乗船し、事故発生場所よりダ
イビングを行っていたところ、インストラクターが海
底に沈んでいた事故者を発見し、船上へ引き上げ、入
港後、待機していた救急車へ引継ぎ、病院に搬送され
たが、死亡が確認されたもの。

1名 1名 ウェットスーツ
着用

マリンレジャーに伴う人身事故17 4/26（土） 11：20頃

16 4/22（火） 13：30頃
名護市

辺野古埼沖 負傷 乗船中
作業員

40代 男性

事故者は,辺野古工事作業船の船上で「錆打ち」の作
業中に船上に設置されたローラーとローラーの下部を
通るワイヤーの間に左手指を挟み、負傷したもの。事
故後、負傷者は作業関係者の車両にて病院に搬送され
た。

1名 0名 救命胴衣
着用

船舶海難によらない
乗船者の事故

15 4/19（土） 14：15頃
西原町

きらきらビーチ沖 負傷 トーイング遊具中
県民

20代 男性

事故者は、西原町きらきらビーチにおいて、事故者1
名ほか4名で水上バイクに曳航されたバナナボート（5
名搭乗）に搭乗していたところ、事故者含む2名が海
中転落し、事故者は右眉裂傷となり、救急車にて病院
へ搬送し治療を受けたもの。

14 4/16（水） 11：30頃
名護市

かりゆしビーチ沖 病気 シーウォーク中
観光客

60代 女性

事故者は、シーウォークの為、かりゆしビーチ前面海
域に設置されているフロートから資機材を装着し、イ
ンストラクターによる引率の下、入水した。シー
ウォークを終えた後、フロートに浮上したところ、両
手に赤い発疹様のものの発現と目のかすみを訴え、次
第に意識が朦朧としたことから救急車で病院に搬送。
その後、同病院医師により、寒冷刺激性アナフィラキ
シーショックの診断を受けたが、命に別条はなく、即
日退院したもの。

1名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

13 4/8（火） 10：17頃 石垣市屋良部崎沖 溺水 スクーバダイビング中
観光客

60代 女性

事故者は、屋良部崎のダイビングポイントで2本目の
潜水途中において、マスクが合わず海水が流入するこ
とから海面に浮上、ガイドに連れられ船に戻る途中に
意識消失し、ガイドが人工呼吸を施しながら船まで移
動し、事故者を船に引き上げた。入港後、救急隊によ
りCPR(心肺蘇生法)を実施し事故者の心拍は回復した
が呼吸及び意識は戻らず、病院へ搬送されたもの。

1名 0名



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

1名 1名 不明

0名 救命胴衣
着用

県民
40代 男性

「北大東島から南大東島へ向け出港した船舶と、連絡
が取れなくなった。乗船者は１名のみである。」との
118番通報を受け、琉球水難救済会所属船が、北大東
港（江崎港）の南2,900メートル付近海上において連
絡途絶船を発見するも、乗船者は認められなかった。
乗船者の救命胴衣着用の有無については、不明。
発見された連絡途絶船については、琉球水難救済会に
より北大東島へ入港したもの。

マリンレジャーに伴う人身事故27 6/11（水） 09：00頃
今帰仁村

古宇利島付近海域
溺水 スクーバダイビング中

観光客
50代 男性

事故者は、古宇利島付近海域において、インストラク
ター2 名の他、客2 名とともにスクーバダイビングを
開始した。ダイビングを終えて海面に向け浮上する途
中で海水を誤飲してパニック状態となり、一時意識を
消失したが、船上において人工呼吸を実施したとこ
ろ、意識が回復し、救急車で北部地区医師会病院に搬
送されたもの。

1名

26 6/7（土）
21：51頃

（情報入手時刻）
北大東村
付近海域

海中転落 乗船中

宮古島市
平安名崎南東沖

負傷 乗船中

乗船中の人身事故

25 5/31（土）
18：59頃

（情報入手時刻）
島尻郡

渡名喜島付近海上
病気 乗船中

観光客
50代 男性

事故者は、遊漁船の船上で釣りを実施していたとこ
ろ、体調不良を訴え、船内で休憩をしていた。船長が
事故者の状態を確認したところ、呼吸なし、顔面蒼
白、冷たい状況であったため、救助を要請したもの。
遊漁船が那覇北マリーナに入港後、救急隊に引き継が
れ病院に搬送されるも、医師により死亡が確認され
た。

1名

作業員
40代 男性

事故者は、宮古島沖にて航行中の調査船に乗船中、右
手親指を負傷したもの。当庁巡視船が当該船舶と会合
し、事故者を収容、那覇港まで搬送した後、事故者を
那覇市消防局に引き継いだ。

1名 0名 救命胴衣
未着用

船舶海難によらない
乗船者の事故

1名 救命胴衣
未着用

船舶海難によらない
乗船者の事故

24 5/28（水）
12：30頃

（情報入手時刻）

救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

23 5/21（水） 13：45頃
うるま市

浜比嘉ビーチ
溺水 スノーケリング中

県民
70代 男性

事故者は、うるま市浜比嘉ビーチにおいてスノーケル
を実施。動きがないことを不審に思った息子が引き上
げたところ、口から泡を吹いていたことから、砂浜に
搬送し、心臓マッサージを実施するとともに、事故者
の配偶者が消防に通報。病院に搬送されるも、医師に
より死亡が確認されたもの。

1名 1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

22 5/18（日） 15：45頃
名護市安和

部間大橋付近海域
負傷 フライボード中

観光客
10代 男性

事故者は、陸岸から約100メートルの沖合海上におい
て、フライボード実施中、約4メートルの高さまで浮
上した直後にバランスを崩し、頭部から水上バイク目
掛けて落下し、同水上バイクと接触したもの。事故者
は、救急車で病院に搬送され、左上腕及び左側胸部の
打撲、脳震盪の疑いの診断を受けた。

1名 0名

マリンレジャー以外の海浜事故0名 救命胴衣
着用

21 5/9（金） 16：45頃
名護市

辺野古臨海部
負傷 工事作業中

県民
40代 男性

事故者は、名護市辺野古臨海部において、石類で造成
された法面に、クレーンで吊り上げられたブロックを
設置する作業中に、既設のブロックと、吊り上げられ
たブロックとの間に、自身の左手の親指を挟み、裂傷
したもの。負傷後、作業関係者の車両にて病院に搬送
され、医師による処置を受けた。

1名



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

30 6/18（水）
08：49頃

（情報入手時刻）
石垣市桴海

米原ビーチ付近
溺水 遊泳中 1名 1名 救命胴衣

未着用
マリンレジャーに伴う人身事故

32 6/28（土）
15：54頃

（情報入手時刻）
那覇市

那覇港内
負傷 作業中 1名 0名 救命胴衣

着用
マリンレジャー以外の人身事故

外国人
40代 男性

「国際コンテナ埠頭で作業員が作業中にバランスを崩
して海に落ちた。既に救助されて医療機関へ搬送中」
との118番通報があった。事故者は、砂貯蔵台船の作
業員であり、現場海域に錨泊中のガット船から砂貯蔵
台船へ砂をバケットから投入する作業に立ち会ってい
たところ、投入された砂があたり海中に転落したも
の。付近にいた台船乗組員により救助され、その後、
那覇市内の医療機関に搬送された。

遊泳中
観光客

10代 男性

沖縄県消防指令センターから「糸満市美々ビーチで奈
良県の修学旅行生が溺れた。事故者は嘔吐があったも
のの意識はあり。現在、救急車が現場へ向かってい
る。」との118番通報があった。事故者は、修学旅行
で訪れ、友人2人と美々ビーチで遊泳を開始後、足が
つかず溺れそうになったため、付近にいた友人が救助
し、その後同ビーチのライフセーバーと引率の看護師
により応急処置を行いました。事故者は海水を飲んで
いたため、救急隊により本島南部の病院に搬送された
もの。

1名

1名 1名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

外国人観光客
50代 女性

事故者は、インストラクター1名、スノーケリング客3
名で入水し、泳ぎ始めて8分ほどで体調に異変を感
じ、陸に戻りたいと不調を訴えたため、インストラク
ターがフロートに事故者を掴まらせ岸に戻る途中に浜
から約20メートル付近で嘔吐し意識消失、心肺停止に
なったことから心肺蘇生を実施した。事故者は到着し
た救急隊により八重山病院に搬送され、八重山病院医
師により死亡が確認されたもの。

0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

観光客
60代 男性
60代 女性

事故者2名はスノーケリングのため入水したが、海流
が速く流されていることに気づき、約5分後に2名で浜
に戻ろうと判断した。その後、事故者女性は浜に向け
て泳ぐが自力で戻れないことに気づき、声を上げ救助
を求めた際、付近に事故者男性を確認できなかった。
救助協力者によれば、月が浜ビーチから約100メート
ルの沖合で女性の助けを呼ぶ声が聞こえたため、泳い
で救助に向かった。女性のもとに到着した際には、う
つぶせの状態であったことから、仰向けにし、浜まで
の搬送中に女性は意識を取り戻し浜に到着した際、
「もう一人いる」とのことから再度捜索にあたった。
数人で捜索を続けていたところ、SUP に乗った救助協
力者がうつ伏せの状態で浮いている事故者男性を発見
し、SUPに乗せ浜に搬送した。浜に到着し救助協力者
が心臓マッサージを行い、AED を装着するも意識回復
なし。その後現着した消防に対応を引き継いだもの。

2名 1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

外国人観光客
60代 女性

事故者は、娘と2名で韓国から観光目的で来沖し、水
納島で、娘がスノーケルツアーに参加している間、付
近ビーチ遊泳区域内にて一人で遊泳をしたところ、同
ビーチ波打ち際から約20 メートル沖合において、監
視員がうつ伏せ状態で動きのない事故者を発見し、救
助。意識はなく、ＣＰＲを実施しつつ、やんばるレス
キューヘリにより北部地区医師会病院に搬送されたも
のの、同病院医師により死亡が確認されたもの。

31 6/23（月） 12：35頃
本部町瀬底

水納島水納ビーチ付近海上 溺水 遊泳中

29 6/14（土）
11：50頃

（情報入手時刻）
竹富町

月が浜ビーチ付近海上
溺水 遊泳中

28 6/13（金） 09：30頃
糸満市

美々ビーチ
溺水
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33 6/28（土）
20：15頃

（情報入手時刻）
石垣市

浜崎マリーナ
海中転落 その他 1名 0名 救命胴衣

未着用
マリンレジャー以外の人身事故

34 6/28（土） 20：10頃
うるま市

浜比嘉島の離れ小岩
帰還不能 釣り中 1名 0名 救命胴衣

未着用
マリンレジャーに伴う人身事故

35 6/29（日） 13：20頃
座間味村

阿嘉島北浜ビーチ
溺水 遊泳中 1名 1名 救命胴衣

未着用
マリンレジャーに伴う人身事故

36 6/29（日） 11：00頃
渡嘉敷村

阿波連ビーチ
溺水 遊泳中 1名 1名 救命胴衣

未着用
マリンレジャーに伴う人身事故

0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故39 7/4（金） 10：43頃
本部町

崎本部緑地公園沖
溺水 スクーバダイビング中

観光客
20代 男性

事故者は、観光目的で家族及び友人合わせて4 名で来
沖し、事故発生場所において、父親と2 名でスクーバ
ダイビングを開始しようとしたところ、海面上で突然
パニックを起こして意識を失い、海中に没したため父
親により海中から引き揚げられ、付近にいたダイビン
グ客等の支援を受けて岸へ救助された後、救急車で北
部地区医師会病院に搬送。同病院医師による診断の結
果、溺水と診断されたもの。

1名

1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

38 7/4（金） 10：25頃
竹富町

黒島仲本海岸
溺水 スノーケリング中

観光客
70代 男性

事故者は、友人2名の計3名で、竹富町黒島を訪れ、仲
本海岸沖においてスノーケリングを開始。その後、友
人が岸に上がろうと声を掛け、先頭で振り返らず岸ま
で戻る際は事故者を含む2名を見なかった。岸に戻っ
た直後、手伝いを求める男性の声が聞こえ、急いで向
かったところ、うつ伏せで浮いていた事故者が救助協
力者によって救助されていた。友人及び救助協力者
（男性1名と女性2名）の計4名にて事故者を岸まで運
び、心肺停止状態であったためCPR を実施し黒島診療
所に搬送されたが、同診療所医師により死亡が確認さ
れたもの。

1名 1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

37 7/3（木）
14：58頃

（情報入手時刻）
宮古島市
真謝海岸

溺水 スノーケリング中
観光客

60代 男性

事故者は、付近に居た一般人により水際に浮いている
ところを発見され、引き上げ後、心肺停止状態であっ
たことから、付近に居た4名で交互に心臓マッサージ
を実施、救急車にて宮古病院へ搬送されたが、医師に
より死亡が確認されたもの。

1名

観光客
60代 男性

事故者は、観光で沖縄を訪れ、友人と座間味村北浜
ビーチにおいてスノーケリングを行っていた。その
後、波打ち際付近で浮いているところをライフガード
が発見し救助されたが、到着した医師により、蘇生措
置が行われたものの、死亡が確認された。

観光客
60代 男性

事故者は、社員旅行で沖縄を訪れ、渡嘉敷村阿波連
ビーチにおいてスノーケリングを行っていた。その後
、海上でうつ伏せの状態で浮いているところを、他の
観光客に発見・救助され、その後到着した救急車で診
療所に搬送されましたが、医師により死亡が確認され
た。

県民
30代 男性

事故者は、孤立現場である岩場で釣りを行っていたと
ころ、潮が満ち、水深が約2メートルに至って、陸に
戻ることができなくなったことから、110番通報をし
たもの。現場に到着した消防隊員により、救出され
た。

観光客
50代女性

「係留中の巡視船もとぶの船尾側で女性1名が落水し
て岸壁にしがみついている」旨の情報が入り、巡視船
もとぶ乗組員3名がジャコップラダー及び救命浮環を
使用し事故者を岸壁に引き上げたもの。本人による
と、岸壁の角に座ってイヤホンで音楽を聴いていたと
ころ、友人に声をかけられ驚いて海中へ転落したとの
こと。
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死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

43 7/19（土） 15：15頃
名護市喜瀬

喜瀬ビーチ前面海域
負傷

ハイドロフライドデイバス
中 1名 0名 救命胴衣

着用
マリンレジャーに伴う人身事故

44 7/19（土） 07：00頃
喜屋武岬から

南東約460海里付近海上
病気 乗船中 1名 0名 不明

船舶海難によらない
乗船者の事故

45 7/20（日） 15：55頃
本部町瀬底

アンチ浜前面海域
溺水 遊泳中 1名 0名 救命胴衣

未着用
マリンレジャーに伴う人身事故

46 7/21（月） 15：00頃
恩納村

ミッションビーチ前面海域
帰還不能 遊泳中 2名 0名

救命胴衣
1名着用

1名未着用
マリンレジャーに伴う人身事故

観光客
40代 女性

事故者は、観光目的で家族4名(夫、子2名)で来沖し、
事故発生場所において、両足にフライボード用のブー
ツを装着し、マリンレジャー事業者スタッフが操船す
る水上オートバイの水圧を利用して洋上を浮上するフ
ライボードを開始したが、バランスを崩し約1.5 メー
トルの高さから落水し、負傷したもの。 事故者は沖
縄県立北部病院に搬送され、同病院医師による診断の
結果、右膝蓋骨脱臼と診断された。

船長
60代 男性

「沖縄本島向け航行していた日本漁船船内で男性 1 名
が体調不良を訴えているので救助してほしい」旨の情
報を入手し、当庁巡視船及び航空機を出動させるとと
もに、遠距離海難であることから航空自衛隊へ災害派
遣要請を行い、航空自衛隊南西航空方面隊所属の救難
ヘリコプターUH60J（浦添総合病院医師１名同乗）
が、喜屋武岬から南東約 221 海里付近海上にて、同
船から体調不良者を吊り上げ救助し、那覇空港まで搬
送、那覇市消防局の救急車に引継ぎいだ。

観光客
20代 男性

事故者は、観光目的で友人家族9名と来沖。友人4名で
事故発生場所付近の岸壁から海に飛び込んで遊泳中の
ところ溺水し、付近にいた男性により救助された。そ
の後、北部地区医師会病院に搬送され、経過観察のた
め入院となったもの。

県民
20代 男性
20代 男性

事故者2名は、恩納村希望ヶ丘ビーチをSUP2艇で出発
し、希望ヶ丘ビーチから約300 メートル沖合でスノー
ケリングを実施していたところ、沖合に流されている
ことに気づき、焦ってパドルを漕いで出発した希望ヶ
丘ビーチに戻ろうと試みたが、東風と波の影響により
岸に戻ることができず、付近の水上オートバイに手を
振って救助を求め、救助されたもの。

事故者は、単独で観光目的のため宮古島を訪れ、ス
ノーケリングツアーに参加。入水後に海面上で溺れて
いる事故者をインストラクターが発見し、インストラ
クター３名により船上に引き上げられ、直ぐに心肺蘇
生を施し、船にて池間漁港まで向かい、到着後、救急
車で沖縄県立宮古病院へ搬送されたが、同病院医師に
よって死亡が確認されたもの。

1名

0名 救命胴衣
未着用

船舶海難によらない
乗船者の事故

41 7/8（火） 09：10頃
池間島

フナスクビーチ沖
溺水 スノーケリング中

観光客
50代 男性

42 7/16（水）
11：40頃

（情報入手時刻）
石垣市平久保埼沖 病気 乗船中

外国人観光客
40代 男性

外国客船「ＣＯＳＴＡ ＳＥＲＥＮＡ」から、「本船
の乗客1 名に傷病者が発生したので救助してほしい」
旨の要請があり、 当庁航空機2機を出動させ、石垣島
平久保埼の西２７キロメートル付近海上にて該船と会
合し、患者を吊り上げ救助。その後、真栄里暫定ヘリ
ポートにて石垣市消防本部の救急車に引き継いだ。

1名

1名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

40 7/5（土） 10：50頃
うるま市

須崎東埠頭
海中転落 その他

作業員
70代 男性

事故者は、夕刻頃から飲酒を伴う食事をした後、うる
ま市洲崎東埠頭まで事故者の娘に車で送ってもらい、
事故者が乗船しているタグボートに1人で乗り移ろう
としたところ落水した。落水を目撃した娘からの通報
によりうるま市消防が現場に急行し、消防隊員が事故
者を救助のうえ、救急車で沖縄県立中部病院へ搬送さ
れた。事故者は意識があり、命に別状はない。

1名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャー以外の人身事故



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

47 7/22（火） 16：20頃
恩納村

万座ビーチ前面海域
溺水 遊泳中 1名 0名 救命胴衣

未着用
マリンレジャーに伴う人身事故

1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

51 8/10（日） 16：00頃
与那国町西埼灯台から
東北東 約9,200 メー

トル付近海上
溺水 スクーバダイビング中

観光客
40代 女性

事故者は、与那国島の海域において1本目のダイビン
グを開始。2本目のダイビング終了後に、一度入港し
た。その後、3本目のダイビングのため出港し、ダイ
ビングスポット「六畳ドロップ」にてダイビングを開
始。水深約5ｍで安全停止の際に、口から海水が入っ
たことで焦ってしまい、溺水し、海面に浮いてきたと
ころを、船長が近寄り、船へ引き上げた。 事故者は
呼吸をしておらず意識不明であったため、船長により
人工呼吸等の処置行ったところ意識が回復し、当庁の
航空機により八重山病院へ搬送されたもの。

1名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

50 8/9（土） 15：30頃
本部町所在

水納ビーチ前面海域
溺水 不明

観光客
50代 男性

事故者及び友人等6 名は水納ビーチを訪れ、事故者を
除く友人等6 名は同ビーチ到着後遊泳を開始したが、
事故者についてはビーチで横になっていた。その後、
付近を航行していた水上オートバイの操船者が水納
ビーチの遊泳区域を示すフロートの外側約2 メートル
において、うつ伏せの状態で浮いている事故者を発
見、救助し、その後、事故者は意識のない状態でドク
ターヘリにより浦添総合病院に搬送されたが、同病院
医師により死亡が確認されたもの。

1名

1名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

49 8/3（日） 09：34頃
石垣市

川平北側前面海域
溺水 スノーケリング中

観光客
50代 女性

事故者は、スタッフガイド4名、事故者を含むスノー
ケリング客10名、ダイビング客1名で浜崎マリーナか
ら出港し、スノーケリングポイントにおいて入水開始
した。遊泳中、事故者がスノーケルではなく顔を上げ
て呼吸していたことから、ガイドが浮き輪を渡した。
その後、ガイドが事故者が溺れていることに気づき、
船まで牽引し、船上に引き上げたが、事故者は意識消
失、心肺停止、呼吸無しとなったことから、心臓マッ
サージと人工呼吸を継続的に実施しつつ、途中ＡＥＤ
による電気ショックを２回実施したが、意識は戻ら
ず、搬送先の医師により死亡が確認されたもの。

1名 1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

48 8/3（日）
08：48頃

（情報入手時刻）
南城市馬天港

北防波堤付近海上
負傷 ウェイクボード中

県民
40代 男性

負傷者含む3名は、ウェイクボードをするため、馬天
港を出港し、防波堤を過ぎた辺りで、準備を行うた
め、一時漂泊した。友人1名が、ウェイクボードの装
着を完了したことから、負傷者が装着確認を行うた
め、船首側から船尾側へ移動する際、濡れた甲板に足
を滑らせ、転倒したもの。 転倒後、負傷者が左肩に
痛みを訴えたことから、消防へ通報し、馬天港入港
後、沖縄本島中部の病院に搬送されたもの。

外国人観光客
40代 男性

事故者は、家族4名でアメリカ合衆国から観光目的で
沖縄を訪れ、万座ビーチにて家族4名で遊泳を開始、
砂浜で休憩中の事故者の妻が波打ち際から沖合約 5
メートル、水深約1メートルの海中に沈んでいる事故
者を発見し、周囲に助けを求め、付近にいた人により
救助された。救助時、事故者は意識及び呼吸がない状
態であったが、同ビーチ監視員等の救命処置により意
識及び呼吸は回復、その後救急車により中頭病院に搬
送され、同病院医師により溺水と診断されたもの。



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

54 8/12（火）
20：10頃

（情報入手時刻）
宮古島市

伊良部大橋付近海上
帰還不能 SUP中 2名 0名

救命胴衣
1名未着用
1名着用

マリンレジャーに伴う人身事故

55 8/15（金）
14：00頃

（情報入手時刻）
宜野湾市宜野湾マリーナ 負傷 トーイング遊具中 1名 0名 救命胴衣

着用
マリンレジャーに伴う人身事故

56 8/15（金） 18：20頃
宮古島市来間島

シーウッドホテルビーチ
北側沖合約50メートル海上

負傷 遊泳中 1名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故
県民

20代 女性

事故者は友人2名と宮古島市下地来間所在のシーウッ
ドホテルビーチ北側沖合約50メートルを遊泳していた
ところ、漁場向け航行中の漁船昇龍丸と接触し、同船
スクリューにより出血を伴う怪我を負い、同船に引き
上げられ、来間漁港に入港し、宮古島市消防本部救急
隊により宮古病院向け搬送されたもの。事故者は、左
腕の上腕から左手首にかけて連続した裂傷を負い、骨
折の可能性があるものの命に別状は無かった。

鹿児島からマレーシア向け航行中のリベリア籍貨物船
「STELLAR ISABELA」から「三等機関士が腹痛を訴え
ているため、病院へ緊急搬送してほしい。」との救助
要請があり、当庁航空機により喜屋武岬の南約75キロ
メートル付近海上において吊り上げ救助、沖縄県南部
の病院へ搬送し引き継いだもの。

乗組員
20代 男性 1名 0名 救命胴衣

未着用
船舶海難によらない

乗船者の事故

53 8/12（火）
12：44頃

（情報入手時刻）
竹富町所在

屋良浜前面海域 溺水 遊泳中
観光客

70代 女性

当庁宛に「竹富町鳩間島屋良浜で70代女性がスノーケ
ル中に行方不明となった。」旨の情報が入り、巡視船
艇及び航空機を発動。その後、付近航行中の船舶が事
故者を発見救助し、船上でＣＰＲを実施しつつ、航空
機による搬送のため西表島上原港入港。その後、西表
島西部ヘリポートから真栄里暫定ヘリポートへ搬送
し、八重山病院医師及び石垣市消防本部救急車に引き
継いだもの。その後、同病院の医師により死亡が確認
された。

1名 1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

52 8/11（月）
09：45頃

（情報入手時刻）

喜屋武岬の南
約165キロメートル

付近海上
病気 乗船中

県民
20代 男性
20代 女性

事故者等含む4名は、宮古島市平良久貝所在の赤浜漁
港からSUP2艇（何れも2名乗り）で出発し、サンセッ
トを見る目的でトゥリバー方面に向かっていたが、途
中風と潮流の影響で陸に帰還できなくなり、その内の
1人が母親に118番通報を依頼した。その後、SUP１艇
目の2名は自力で泳いでサンセットビーチに辿り着い
たが、SUP2艇目の2名は伊良部大橋付近でSUPに乗り
漂流していたところを、当庁巡視船艇搭載艇により救
助sare宮古島市消防本部救急隊に引き継いだもの。

観光客
40代 女性

事故者は旅行で沖縄を訪れ、家族4人と宜野湾マリー
ナで、同市内のマリショップが提供する水上バイクで
牽引する遊具(マーブル)に乗り遊走していたところ、
付近を漂泊していた水上バイクと衝突し、その衝撃に
より頭を強く打ったため、救急隊により本島中南部の
病院に搬送されたもの。



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

57 8/16（月）
14：27頃

（情報入手時刻）
宜野湾市

トロピカルビーチ付近
溺水 不明 1名 1名 救命胴衣

未着用
マリンレジャー以外の人身事故

58 8/16（月）
19：30頃

（情報入手時刻）

宮古群多良間村塩川所在の
沖縄電力宮古支店

多良間電業所付近海岸
沖合約10メートル

溺水 遊泳中 1名 1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

0名 不明
船舶海難によらない

乗船者の事故
61 8/26（火） 09：50頃 中頭郡北谷町沖合 負傷 乗船中

乗組員
40代 男性

令和7年8月26日1120頃、沖縄警察署経由で中城海上
保安部に事故関係者から「北谷町沖合でパラセーリン
グ中、乗船者が指を負傷した。」旨の通報があった。
事故者は、0900頃、北谷フィッシャリーナからパラ
セールボートに客７名を乗船させて出港。その後北谷
町沖合でパラセールを開始。0950頃、1回目を終え、
パラセールの回収作業を行っていたところ、ワイヤー
部分に左手を挟まれ親指等を負傷。その後、事故者は
本島中部地区の病院で治療を受けており、生命には別
状なし。

1名

1名 0名 不明
船舶海難によらない

乗船者の事故

60 8/21（木） 09：50頃 うるま市ホワイトビーチ沖 負傷 乗船中
乗組員

20代 男性

負傷者は、ホワイトビーチ沖合に錨泊中の米艦船
ニューオーリンズにおいて、汚水回収作業に従事する
ため、押船と連結していた台船に乗船していた。台船
を米艦船に接舷させる際、事故者は、台船舷外に左手
を置いており、台船の舷側と米艦船の外板に左手を挟
み、負傷したもの。負傷者は、意識あり、会話可能の
状態で本島南部の病院へ搬送され、医師から左手中指
粉砕骨折、左手薬指及び左手小指開放骨折との診断を
受けた。

1名 0名 不明
船舶海難によらない

乗船者の事故

59 8/21（木）
00：20頃

（情報入手時刻）
石垣島の南西

約207キロメートル付近海上
病気 乗船中

乗組員
40代 男性

代理店から、石垣島の南西約207キロメートル付近航
行中の長崎県向け外国籍貨物「ＣＯＲＯＮＡ ＯＰＴ
ＩＭＵＭ」船内において男性1名が腹痛を訴えている
旨の通報があり、当庁航空機2機を出動させ、沖縄県
石垣島の南西の約111キロメートル付近海上にて該船
から患者を吊り上げ救助し、真栄里暫定ヘリポートに
て石垣市消防本部の救急車に引継いだもの。

不明

宜野湾警察署から「宜野湾のトロピカルビーチ沖合約
50メートル辺りに、人か物か判然としないが漂流して
いるものがある」と118番通報があり、トロピカル
ビーチ付近で漂流している事故者を琉球水難救済会ト
ロピカルビーチ救難所所属水上オートバイが発見、揚
収し、救急隊に引き継いだもの。その後、現場に臨場
した医師により死亡が確認された。

県民
80代 男性

通報者から義理の父が潜りから帰ってこない旨の通報
を受け、多良間駐在警察官が捜索を行っていたとこ
ろ、事故発生場所にて、うつ伏せで浮いている状態で
発見。同駐在警察官及び消防団にて付近海岸に引き上
げられ、同海岸に駆け付けた多良間診療所の医師によ
り死亡が確認されたもの。



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

観光客
50代 男性

事故者は、家族3名で観光目的のため宮古島を訪れ、
シギラビーチにて家族と一緒にスノーケリングを開始
した。その後、事故者が海水を誤飲し溺れているのを
家族が発見し助けを求めたところ、同ビーチのスタッ
フである、公益社団法人琉球水難救済会ブリーズベイ
マリーナ救難所所属の監視スタッフ3名が事故者のも
とに駆け付け救助。事故者は、救急車で沖縄県立宮古
病院へ搬送され、処置を実施したが、意識明瞭であり
生命に別条なし。事故者は事故当時、マスク・フィ
ン・スノーケルを着用。

2名 ウェットスーツ
着用

マリンレジャー以外の人身事故
及び

マリンレジャーに伴う人身事故
65 8/31（月） 14：55頃

恩納村万座ビーチ北
約150 メートル付近海域

溺水 スクーバダイビング中

インストラクター
20代 男性

観光客
20代 男性

事故者1（ダイビング客）は、観光目的で来沖してお
り、令和7年8月31日1330頃、恩納村瀬良垣漁港を出
港。 同日1345頃、万座ビーチの北約800 メートルに
あるダイビングポイントで事故者2（ダイビングイン
ストラクター）が引率の下、事故者１（ダイビング
客）と、他のダイビング客3名（家族、友人等）を含
む、計5名でダイビングを開始。その後、ダイビング
スポットで、何らかの原因により事故者2名が行方不
明となり、他のダイビング客3名については、自力で
浮上、待機していたところ、同日1420頃、付近にい
た他のショップのダイビングインストラクターにより
引率され海面に浮上しました。その後、事故者2名
は、海中の洞窟内で同日1730頃、発見救助され、救
急車で病院に搬送されましたが、医師により死亡確認
されたもの。

2名

1名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

64 8/30（土） 15：12頃 北谷町アラハビーチ 負傷 トーイング遊具中
県民

30代 男性

令和7年8月30日1537頃、沖縄県消防指令センターか
ら「北谷町アラハビーチにて32歳男性がバナナボート
に乗船していたところ、同ボートが転倒し、後ろに乗
船していた人の膝が後頭部に当たり出血した。現在ラ
イフガードが止血中。意識あり。」との118番通報が
あった。事故者は職場の同僚とアラハビーチを訪れて
おり、1505頃から事故者を含む７名でマリンショッ
プが所有する水上バイクが牽引するバナナボートに乗
り遊走を開始。1512頃、水上バイクが右に回頭した
際に事故者と後方に乗っていた同僚がバナナボートか
ら転落し、同僚の膝に事故者の後頭部が接触し裂傷を
負ったもの。事故者は救急隊により本島中南部の病院
に搬送されましたが、生命に別状なし。

1名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

63 8/30（土） 12：45頃
宮古島市上野新里

所在のシギラビーチ

62 8/28（木） 13：15頃
座間味村阿嘉島
阿嘉ビーチ付近

溺水 遊泳中
観光客

60代 男性

令和7年8月28日、1324頃、沖縄県消防指令センター
から「座間味村阿嘉ビーチ付近で男性がうつ伏せの状
態で発見され、心肺蘇生中である。」旨の連絡があっ
た。事故者は、同日1200頃から友人ら３名と座間味
村阿嘉ビーチにおいてスノーケリングを実施。1315
頃、車で通りかかった通報者が波打ち際付近で浮いて
いる事故者を発見し救助。その後同ビーチに到着した
消防団により、蘇生措置が行われたものの、1427、
診療所の医師により死亡が確認されたもの。

1名 1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

溺水 遊泳中



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

67 9/3（水）
13：26頃

（情報入手時刻）
南城市

あざまサンサンビーチ沖
海中転落 パラグライダー

県民
40代 男性

外国人観光客
20代 女性

「あざまサンサンビーチから沖合約100 メートルで、
パラグライダーが落下し、落下した人に動きがなく、
浮いている。」旨の通報があり、消防隊員により 事
故者2名が救助されたが、救助時には心肺停止状態で
あり、救急車で沖縄本島中部の病院に搬送されたも
の。その後、男性については死亡が確認された。

2名 1名
救命胴衣
1名未着用
1名着用

マリンレジャー以外の人身事故

66 9/2（火） 13：19頃
本部町崎本部緑地公園

前面海域
溺水 遊泳中

外国人観光客
30代 女性

事故者は、事故発生場所において、友人2名の計3名で
スノーケリングを開始した。その後、友人1名が事故
者から少し離れた場所で海面にうつ伏せで動かず浮い
ている事故者に気づき、岸辺にいた一般男性の支援を
受けて岸に引き揚げた。その際、意識不明であったが
救急搬送前に意識を取り戻し、救急車で北部地区医師
会病院に搬送され、医師から溺水と診断されたもの。

1名

オーストラリアから中国向け航行中のシンガポール船
籍「ＢＲＡＺＩＬ ＥＸＰＲＥＳＳ」から「二等機関
士が不眠、時々眠気、かすみ目、呼吸困難があり救助
を要請する。」旨の救助要請があり、当庁航空機によ
り喜屋武岬の西約75キロメートル付近海上において吊
り上げ救助し、沖縄県南部の病院へ搬送したもの。

1名

1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

69 9/11（木） 14：20頃
宮古島市平良港内西防波堤

付近海上
海中転落 移乗中

作業員
60代 男性

事故者は、事故発生場所において、起重機船極東八十
三号（きょくとうはちじゅうさんごう）から作業船共
進丸（きょうしんまる）に移乗しようとした際、作業
船共進丸が少し離れたことからバランスを崩し海中転
落した。その後付近作業員により救助されたものの、
転落する際に船体の一部に身体をぶつけて痛みを訴え
ていたことから、会社手配の車で市内病院へ搬送さ
れ、左肋骨骨折（全治2～3週間）の診断を受けたも
の。

1名 0名 救命胴衣
着用

船舶海難によらない
乗船者の事故

68 9/9（火） 09：00頃
本部町

瀬底ビーチ前面海域
溺水 遊泳中

観光客
50代 男性

事故者は妻と観光目的で来沖し、妻に対し「海中映像
を撮りに行く」旨告げ、一人でホテルからビーチ向け
出発した。その後、琉球水難救済会瀬底ビーチ救難所
の監視員により、波打ち際から約60m 沖合
（水深約2m）の遊泳区域内において、海底にうつ伏
せで沈んでいる状態で発見され、同監視員と関係者1
名にて同ビーチ波打ち際に引き揚げられて、救助され
たもの。救助時事故者は、意識が無く、心肺停止状態
で救急車にて本部港に搬送し、本部港で待機中のドク
ターヘリで浦添総合病院に運ばれましたが、医師によ
り、死亡確認された。

1名

0名 救命胴衣
未着用

船舶海難によらない
乗船者の事故

70 9/12（金）
11：50頃

（情報入手時刻）
糸満市喜屋武岬南西沖 病気 乗船中

乗組員
30代 男性



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

72 9/22（月） 14：30頃 本部町アンチ浜沖 負傷 トーイング遊具中 3名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

73 9/22（月）
18：47頃

（情報入手時刻）
名護市辺野古沖 帰還不能 遊泳中 2名 0名 救命胴衣

未着用
マリンレジャーに伴う人身事故

74 9/23（火） 08：37頃 恩納村真栄田岬付近海域 溺水 スクーバダイビング中 1名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

観光客
20代 男性 2名
20代 女性 1名

事故者らは観光目的で来沖し、事故発生場所付近にお
いて、事故者含む3名が乗った浮体遊具（マーブル）
をマリンレジャー事業者が操船する水上オートバイで
曳航し遊走を開始した。遊走中に同浮体遊具が傾斜
し、事故者ら3名が落水。事故者らの意識は清明であ
るも頭部に外傷が認められたため、救急車により病院
へ搬送されたもの。事故者1は「後頭部打撲及び裂
創」、全治約1週間、入院なし。事故者2は「健忘症及
び脳震盪の疑い」、全治期間未定、入院期間未定。事
故者3は「外傷性くも膜下出血のほか健忘症及び脳震
盪の疑い」、全治期間未定、入院期間未定との診断を
受けた。

米軍関係者
10代 男性
20代 男性

事故者らを含む海兵隊員4名は事件発生場所において
遊泳を開始。その後、4名中2名が陸岸へ戻ったとこ
ろ、残り2名がいなかったことから、米軍関係者によ
り海上保安庁へ通報するとともに、ゴムボート等で未
帰還者2名を捜索したところ辺野古漁港沖合で2名を発
見し、同ゴムボートにより救助したもの。

外国人観光客
40代 女性

事故者は、体験ダイビングをするため真栄田岬を訪
れ、同僚3名とダイビング業者のインストラクター2名
の合計6名で入水。事故者及び同僚3名はレギュレー
ターを咥えた仰向けの状態でインストラクター2名に
より事故発生場所まで牽引したところ、事故者が緊張
した様子であったため、事故者とインストラクター1
名、同僚3名とインストラクター1名の2班に分かれ、
その後、事故者に引率していたインストラクターが事
故者の左足にフィンを取り付けようとしたところ、事
故者が右に回転し顔が海中に没する体勢となり、すぐ
さま元の体勢に立て直したところ、親指を上に立てる
ハンドサインをしたため、事故者を入水場所まで牽引
し、陸上に引き上げた。引き上げ後、事故者の心肺が
停止していたため、付近にいた他のインストラクター
により蘇生措置が行われ、その後、事故者の心拍が再
開。ドクターヘリにより本島中南部の病院へ搬送され
たもの。

71 9/14（日） 13：47頃 浦添市西洲防波堤 負傷 遊泳中
県民

10代 男性

事故者は同じ高校に通う友人と事故発生場所を訪れ、
事故者を含む11名で防波堤から飛び込みを開始した。
事故者が10番目に海面に飛び込んだ直後に最後（11
番目）に飛び込んだ者の右臀部が事故者の頭部と接触
し、負傷。事故者は、一時意識喪失したものの、直ぐ
に意識を取り戻し、友人により近くの消波ブロックへ
引き上げられ、首の痛みを訴えたことから、救急隊に
より浦添市内の病院に搬送されたもの。 事故者は、
高エネルギー外傷、化学性肺炎により、１週間の入院
を要するとの診断を受けた。事故発生場所は立ち入り
禁止区域となっており、防波堤からの飛び込みを禁止
する標示が設置されていた。

1名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

75 9/25（木）
11：34頃

（情報入手時刻）
読谷村残波岬沖 不明 不明 1名 1名 救命胴衣

未着用
マリンレジャー以外の人身事故

76 9/27（土） 12：59頃
本部町所在

備瀬崎海岸前面海域
溺水 スノーケリング中 2名 1名 救命胴衣

未着用
マリンレジャー以外の人身事故
マリンレジャーに伴う人身事故

30～40代（推定）
女性

残波岬沖から那覇へ南下中の定期船タクマ3乗組員よ
り、うつ伏せで浮いている人間の様なものを視認した
との118番通報を受け、当庁巡視艇及び航空機を発動
し、事故発生場所付近海上において吊り上げ救助し、
沖縄県中部の病院へ搬送したもの。

観光客
50代 男性
50代 女性

夫婦は、備瀬崎海岸から備瀬崎灯台のある離れ小島ま
で泳いで渡るべく、スノーケリングを開始。 夫は同
小島に到達するも、妻が途中で沖向け流され夫に手を
上げて助けを求めたため、泳いで妻のもとに向い、妻
を抱き抱えた状態で救助。夫婦は同海岸のリーフエッ
ジに上がり、陸向け数秒歩いたのち休憩のため水深10
㎝のリーフ上で座り込んだ直後、夫は仰向けの姿勢と
なり、その後、妻が事故者に話しかけるも、反応がな
く、顔面に装着しているスノーケルマスクの中に水が
溜まっている状態であったことから、急いで夫のス
ノーケルマスクを外して溜まっている水を取り除こう
と試みると同時に周囲の人に助けを求め、異変に気付
いた男性4名が砂浜から駆けつけ、夫を安全な位置ま
で引き揚げた。心肺蘇生法やAEDによる処置を実施す
るも、意識不明の状態で、救急車により北部病院に搬
送し、医師により死亡が確認されたもの。

1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故77 9/28（日） 16：10頃
渡嘉敷村

阿波連ビーチ
溺水 遊泳中

外国人観光客
20代　男性

事故者は、友人2名とスノーケルツアーに参加し、渡
嘉敷村阿波連ビーチにてスノーケルを行っていまし
た。事故者はスノーケルツアー終了後の自由時間に再
度同ビーチでスノーケルを行っていましたが、事故発
生時間に波打ち際でうつ伏せで浮いているのを付近に
いた一般人により発見され、同ビーチのライフセー
バーにより陸上に引き上げられ、心肺蘇生を実施した
が、渡嘉敷診療所の医師により、死亡が確認されたも
の。

1名

78 10/4 （土）
16：15頃

（情報入手時刻）

宮古島市城辺砂川
インギャーマリンガーデン

西側海域
溺水 スノーケリング中

県民
40代 男性

事故者は、事故発生場所におてスノーケリングを行う
ため友人男性1名と入水し、その後別々でスノーケリ
ングを開始した。友人男性１名がスノーケリングを終
え、周辺を見渡したが事故者が見当たらないことか
ら、118番通報し、捜索を行っていた当庁航空機によ
り、付近海域にて漂流中の事故者を発見、吊り上げ救
助した。心肺蘇生を実施しつつ宮古空港まで搬送した
が、宮古島消防本部救急隊により社会死と判断され、
病院への搬送は不要となった。

1名 1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

1名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

83 10/13（月） 11：34頃 本部町瀬底島付近海域 溺水 スクーバダイビング
観光客

50代 女性

事故者は、観光目的で夫と来沖し、事故発生場所にお
いて、インストラクター1名、他のダイビング客2名、
事故者及び事故者夫の計5名でボートエントリーにて
ファンダイビングを開始した。ダイビング中、事故者
が水深約10メートルの地点から海面向け急浮上し、海
面上で体調不良を訴えたことから、救急車で北部地区
医師会病院に搬送されたもの。

1名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

82 10/13（月）
12：20頃

（情報入手時刻）
石垣市

石垣御神埼灯台北西方
溺水 スクーバダイビング中

外国人観光客
50代 男性

事故者は、事故発生場所においてダイビングを開始。
ダイビンク中にガイドから数分毎の体調確認があり、
2回目までは良好であったが、3回目の体調確認時、事
故者から浮上を表すサインがあったことからガイドと
共に浮上していたところパニックを起こし、事故者が
レギュレータを外そうとしたが、ガイドにより呼吸確
保のため事故者にレギュレータを咥えさせながら浮上
を行った。浮上後、事故者は嘔吐し、めまいを訴えて
いた。その後、近くにいた他のダイビング船に引き上
げ底地ビーチまで搬送し、入港後、救急車で八重山病
院に搬送された。命に別状はないものの、低酸素状態
のため１週間程度の入院加療が必要との診断を受け
た。

79 10/6（月） 13：14頃
うるま市勝連南風原所在
中城バイオマス発電所

付近海上
海中転落 不明

県民
80代 男性

通報者が人のような何かが浮いているのを視認し、
接近して確認したところ男性が仰向けで浮いていたこ
とから、119番通報し、消防の水上オートバイにより
漂流者を救助。沖縄本島中部の病院へ搬送されたが、
医師により死亡が確認されたもの。

1名 1名 救命胴衣
未着用

マリンレジャー以外の人身事故

80 10/9（木） 15：05頃 座間味村古座間味ビーチ 溺水 スノーケリング中
外国人観光客

20代 男性

 事故者は、友人1名と観光で沖縄を訪れており、事故
発生場所においてスノーケルを行った。事故者が水深
約1.5ｍの海底に横たわるように沈んでいるところを
友人が発見し、同ビーチの監視員のライフセーバーに
助けを求め、ライフセーバーにより陸上に引き上げら
れ、消防団の救急車で村内の診療所に搬送された。治
療中に意識を取り戻したものの、再び意識喪失し心肺
停止となったことからＣＰＲを行い心拍再開となった
が、容態が不安定のため、航空自衛隊航空救難団那覇
救難隊所属の救難ヘリコプターにより沖縄本島まで移
送され、沖縄本島南部の病院で治療を受けたもの。

1名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

81 10/10（金）
11：43頃

（情報入手時刻）
読谷村都屋ビーチ 溺水 スノーケリング中

外国人観光客
40代 男性

事故者は、家族と観光で沖縄を訪れており、事故発生
場所においてスノーケルを行っていたところ何らかの
原因で溺れそうになったため、自ら助けを呼び、付近
にいた人により救助されたもの。

1名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故



（1月1日～10月30日）

事故発生場所
（詳細）

概要

2025 年 十一管区　人身事故速報

番号 事故種類 事故者数事故発生日 活動内容事故発生時間 事故の種類
死者・

行方不明者数 浮力の有無事故者

10/25（土） 16：00頃
伊是名村

勢理客漁港付近海域
負傷 作業中 1名 0名 救命胴衣

着用
船舶海難によらない

乗船者の事故

10/29（水） 09：57頃 竹富町黒島付近海域 不明 スクーバダイビング中 1名 1名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

10/30（木） 15：15頃 国頭村楚洲伊江川河口付近 帰還不能 遊泳中 1名 0名 救命胴衣
未着用

マリンレジャーに伴う人身事故

10/31（金） 14：20頃 宮古島市来間漁港付近海上 不明 スクーバダイビング 1名 0名 救命胴衣
着用

マリンレジャーに伴う人身事故

84

85

県民
20代 男性

事故者は、事故発生場所において、船長及び作業員5
名(事故者含む)の計6 名により台船に乗船し、浚渫工
事に従事していたところ、同台船備え付けのスパッド
の上下用ワイヤーが切断寸前であることを認め、同ワ
イヤーの交換作業を実施した。交換作業終了後、事故
者はワイヤーを係止するために使用していたチェーン
ブロックを外す作業にあたり、その際ワイヤーのたる
みにより生じた輪っか内に、両足を入れて作業を継続
していたところ、同ワイヤーが急に張り出し、両足が
ワイヤーに挟まった状態で巻き込まれて負傷したも
の。

観光客
40代 女性

観光で訪れていた事故者は、水深約16メートルの事故
発生場所でインストラクター2名、ダイビング客3名を
含む計6名にてダイビングを開始した。水深約8メート
ルで、事故者が苦しいサインを出し呼吸が浅かったこ
とから、インストラクターが深呼吸するよう指示した
ものの、事故者から浮上したいとの合図があったた
め、インストラクターとともに船のすぐ横に浮上し、
事故者は自力で船に上がった。事故者は船上に上がっ
た直後に意識消失、心肺停止になったことから、ＣＰ
Ｒ、ＡＥＤを継続的に実施しつつ黒島港に入港し、診
療所に搬送されたが死亡が確認されたもの。

外国人観光客
50代 男性

事故者は女性とともに観光目的で来ており、事故発生
場所において入水を開始した。その15分後、男性が流
されたことから、同行していた女性が付近にいた者へ
救助を求め、消防へ通報。現場を捜索していた消防隊
員により救助されたもの。

観光客
60代 男性

事故者は、来間漁港ビーチでのダイビングツアーに単
独で参加し、インストラクター2名及び事故者含むツ
アー客6名で入水を開始した。約15分後、事故者がイ
ンストラクターに対し「浮上したい」旨申し出たた
め、インストラクター1名と共に浮上した。岸壁まで
移動していたところ、事故者が意識を失ったことか
ら、インストラクターが付近岸壁に居る人に助けを求
め、事故現場に居合わせた海上保安官等により陸上に
引き上げられ、心肺蘇生を実施し、119番通報を行
い、沖縄県立宮古病院に搬送されたもの。


